
［特別解説］

＊慶應義塾大学保健管理センター
（著者連絡先）広瀬　寛　〒223-8521　神奈川県横浜市港北区日吉4-1-1

はじめに
以下に、私の略歴を示す。

学歴：

1974年 3 月葛飾区立奥戸小学校卒業
1977年 3 月葛飾区立奥戸中学校卒業
1980年 3 月早稲田大学高等学院卒業
1986年 3 月慶應義塾大学医学部卒業

職歴：

1986年 5 月～慶應義塾大学病院研修医（内科）
1988年 5 月～国立霞ケ浦病院内科（専修医）
1990年 5 月～慶應義塾大学医学部内科助手

（腎臓内分泌代謝内科）
1993年10月～米国テキサス大学ダラス校に
留学（Roger H. Unger教授）
1996年 6 月～慶應義塾大学保健管理センター
助手（医学部内科兼担）
1999年 4 月～慶應義塾大学保健管理センター

要旨：1996年 6 月から保健管理センターの助手になり、入職後しばらく矢上分室を担当した。
2010年 7 月に慶應義塾矢上診療所が設立され、2012年 7 月まで矢上診療所長を務めた。矢上分
室では、特殊健診や有機溶剤・特定化学物質等の管理、職場巡視などを含め安全衛生委員会を展
開し、産業医に加えて2014年には労働衛生コンサルタントの資格も取得した。

研究面では、保健管理センターのデータを活用して他の医師達とともに論文化し、腎臓内分泌
代謝内科の後輩諸君の研究も指導した。2012年 8 月から慶應義塾大学病院予防医療センターが
開設されたが、その立ち上げ段階から協力し、そこでの研究も行った。

2015年10月から2018年 3 月まで湘南藤沢診療所長、2018年 4 月から2023年 9 月まで日吉診療
所長、2023年10月から2026年 3 月まで三田診療所長と産業医・学校医も務めた。日吉の責任者
だった時に、新型コロナウィルス（COVID-19）感染症が大流行し、当時の森正明所長・西村知
泰医師・澁谷麻由美保健師・大山晶子保健師らに感謝するとともに、大変な時期を過ごしたので
懐かしく思っている。

また、2021年10月から2023年 9 月までセンターの副所長を、2023年10月から2025年 9 月ま
でセンターの所長を務め、2025年 8 月28・29日に全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会研
究集会を主催した。皆様のご協力あってこその成功だったので、再度深謝したい。

keywords：肥満、糖尿病、レプチン、アディポネクチン、内臓脂肪
Obesity、Diabetes、Leptin、Adiponectin、Visceral fat
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When recalling my 30-year-experience in the Health Center
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専任講師（医学部内科兼担）
2006年 4 月～慶應義塾大学保健管理センター
助教授（医学部内科兼担）
2007年 4 月～慶應義塾大学保健管理センター
准教授（医学部内科兼担）
2010年 7 月～2012年 7 月慶應義塾矢上診療
所長・産業医・学校医
2012年 8 月～慶應義塾大学病院予防医療セン
ター兼担准教授
2015年10月～2018年 3 月慶應義塾湘南藤沢
診療所長・産業医・学校医
2018年 4 月～2023年 9 月慶應義塾日吉診療
所長・産業医・学校医
2021年10月～2023年 9 月慶應義塾大学保健
管理センター副所長
2022年 4 月～慶應義塾大学保健管理センター
教授（医学部内科兼担）
2023年10月～2025年 9 月慶應義塾大学保健
管理センター所長
2023年10月～2026年 3 月慶應義塾三田診療
所長・産業医・学校医

所属学会：

日本内科学会認定内科医、社会医学系専門
医・指導医、日本内分泌学会 内分泌代謝
科 専門医・評議員、日本高血圧学会 専門医・
評議員、日本動脈硬化学会 専門医・評議員、
日本糖尿病学会 評議員、日本肥満学会 評議
員、日本産業衛生学会、日本学校保健学会

資格等：

医学博士（慶應義塾大学、1993年 9 月 6 日）
日本医師会認定産業医（1998年 1 月 1 日～
現在）
労働衛生コンサルタント（2014年 3 月 7 日～
現在）
日本将棋連盟六段（2011年 9 月 1 日～現在）

受賞等：

1 ．第 7 回慶應義塾知的資産センター賞：「成

人病の診断および治療効果とアディポネク
チン」（2007年 3 月、三田）

2 ．第59回日本人間ドック学会優秀口演発
表賞：「職域健診において血清高分子量ア
ディポネクチン濃度低値は 5 年後の耐糖能
悪化と関連する」（2018年 8 月、新潟）

3 ．2023年度義塾賞：「肥満やインスリン抵
抗性病態の研究・教育・臨床への寄与」（2023
年11月、三田）

シンポジウム等での発表：

1 ．広瀬寛：生活習慣病とアディポネクチ
ンについて．第52回全国大学保健管理研
究集会 ランチョンセミナー、2014年 9
月 三田

2 ．広瀬寛：メタボリックシンドロームとイ
ンスリン抵抗性について．日本抗加齢医学
会専門医指導士講習会、2015年 3 月 大阪）

3 ．広瀬寛、他：加齢と内臓脂肪面積・皮下
脂肪面積やインスリン抵抗性指数・β細胞
機能などとの関係．第45回日本総合健診
医学会、2017年 1 月 浦安

4 ．広瀬寛、他：教職員健診における血清高
分子量型アディポネクチン濃度の測定意
義．第52回日本動脈硬化学会、2020年 7
月 名古屋

5 ．広瀬寛、他：大学生における肥満ややせ
の年次推移、および減量や運動が血圧に及
ぼす影響．第42回日本肥満学会、2022年
3 月 横浜

―6 ―

センターでの約30年間を振り返って



本文
学歴の箇所に示したように、私は東京都葛飾

区立の小学校・中学校から早稲田大学高等学院
に入学した。国立の学芸大学付属高校および私
立の開成高校には受からなかったことを、今で
もよく覚えている。運よく慶應義塾大学医学部
に現役で合格し、6 年後に卒業して、医師国家
試験にも合格した。

当時のルールに則り、内科研修医を慶應病院
で 2 年間、内科専修医を国立霞ケ浦病院で 2 年
間行い、腎臓内分泌代謝内科に帰室した。当時
の片岡邦三講師および丸山博講師のご指導のも
と内分泌代謝内科で臨床を学びながら、研究で
は小山一憲・木戸幸一・伊東克彦先輩達ととも
にラット膵灌流の実験をして、留学前に学位を
取得した 1-3 ）。

1993年10月から米国テキサス大学ダラス校
の糖尿病研究センター （Roger H. Unger教授） 
に留学し、1996年に帰国した。留学先での研
究テーマは、肥満糖尿病ラットの膵ランゲル
ハンス島を用いた脂肪毒性 （Lipotoxicity） だっ
た 4-6 ）。その当時用いた、肥満糖尿病ラット
Zucker diabetic fatty （fa/fa） は遺伝的にレプ

チン受容体を欠損し、肥満で上昇した血中のレ
プチンが体内で効かずに、更なる肥満および糖
尿病を来たすモデル動物であった。

当時の腎臓内分泌代謝内科の猿田享男教授お
よび保健管理センターの齊藤郁夫教授からお声
掛けいただき、1996年 6 月から保健管理セン
ターの助手（現在の助教）になった。その頃は
齊藤郁夫・河邊博史・辻岡三南子の 3 先生がそ
れぞれ日吉・三田・湘南藤沢キャンパスを担当
されていたので、私はセンターに入職してから
しばらくの間矢上分室を担当していた。当時の
矢上分室には藤井香保健師がいて、所長は齊藤
郁夫教授、副所長は南里清一郎教授であった。
2010年 7 月に慶應義塾矢上診療所が設立され、
2012年 7 月まで矢上診療所長を務めた（図 1 ）。
矢上分室では、特殊健診や有機溶剤・特定化学
物質等の管理、職場巡視などを含め安全衛生委
員会を展開し、1998年 1 月からの産業医に加
えて2014年には労働衛生コンサルタントの資
格も取得した。

なお、「将棋六段」といってもアマチュアで
あり、プロの六段とは全くの段違いである。実
力的にはアマ三段程度だと思うが、学生の頃か

図 1　矢上診療所にて、保健師 （左） と広瀬
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ら長年やっていて、恩赦みたいに昇段できるこ
ともあり今に至っている。数年前、葛飾区の将
棋大会に出場したのだが、三段以上の部で 4 連
敗してしまった。もっぱら観戦するだけの「観
る将」ではなく、実戦も積まないといけないな、
と痛感したしだいである。

研究面では、保健管理センターのデータを活
用して他の医師達とともに論文化し （レプチン、
他）7-39）、腎臓内分泌代謝内科の後輩諸君の研
究も指導した（遺伝子多型やアディポネクチン、
他）19-22）、40-67）。私の直接指導で学位を取得した
者は、河合俊英（文献40、44）、石井達哉（文
献41、43）、矢島賢（文献47、52）、山本幸宏（文
献19、20、46）、小川健 （文献51、53）、税所芳
史 （文献56、59）、清野芳江 （文献21、22）、中
谷比呂志 （文献57、62） （敬称略） の 8 名であっ
た。日中は矢上や三田・湘南藤沢・志木・日吉
などにいることが多かった私の指導下で、皆本
当によくがんばってくれたと思う。

さらに、国立がん研究センターの吉田輝彦
先生達68-74）や理化学研究所の前田士郎先生
達75-95）と共同で、厳格な同意取得およびプラ

イバシー保護のもとにゲノムワイド関連解析
（GWAS） による遺伝子多型の研究に協力し、
大きな成果を上げたと考えている。

なお、2012年 8 月から慶應義塾大学病院予
防医療センターが開設されたが、その立ち上げ
段階から協力し、そこでの研究も行った（内臓
脂肪と高血圧、他）96-101）。

2015年10月から2018年 3 月まで湘南藤沢診
療所長、2018年 4 月から2023年 9 月まで日吉
診療所長、2023年10月から2026年 3 月までは
三田診療所長と産業医・学校医も務めた。日
吉の責任者だった時に、新型コロナウィルス

（COVID-19）感染症が大流行し、当時の森正
明所長・西村知泰医師・澁谷麻由美保健師・大
山晶子保健師らに感謝するとともに、大変な時
期を過ごしたので懐かしく思っている。

また、2021年10月から2023年 9 月までセン
ターの副所長を、2023年10月から2025年 9 月
までセンターの所長を務め、2025年 8 月28・
29日に全国大学保健管理協会 関東甲信越地方
部会 研究集会を主催した （図 2、3 ）。皆様の
ご協力あってこその成功だったと思うので、こ

図 2　北川雄光理事 （左） と広瀬
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第 1 日目：2025 年 8 月 28 日（木）    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

第 2 日目：2025 年 8 月 29 日（金） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 63 回全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会研究集会プログラム 

「 一歩一歩 時代のニーズを取り込み、持続可能な保健管理を！ 」 

会場： 慶應義塾大学三田キャンパス南校舎ホール（受付 5 階） 
 

＜9:30 受付開始＞ 

Ⅰ．開会式   10:00～10:20      

   開会の辞：広瀬 寛（慶應義塾大学保健管理センター所長） 

   部会長挨拶：伊藤公平（慶應義塾長） 

   オリエンテーション： 

中島清隆（慶應義塾大学保健管理センター事務長） 

Ⅱ．特別講演    10:20～11:00  

   題目：新時代における医療の形：ウェルビーイング社会を目指して 

   演者：北川雄光（慶應義塾常任理事・副学長） 

   座長：広瀬 寛（慶應義塾大学保健管理センター所長） 

 

Ⅲ．教育講演 「AI と健康」 11:00～11:40 

   題目：健康を支える PHR の現在地と展望 

   演者：矢作尚久（慶應義塾大学環境情報学部教授） 

   座長：原田賢治（東京農工大学保健管理センター教授） 

 

＜昼 食＞    11:40～13:00 

《幹事会》    11:50～12:50 

 全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会第 2 回幹事会 

 

Ⅳ．シンポジウム１ 13:00～15:00 

「大学における学生や教職員のメンタルヘルス向上への取り組み」 

   司会：森田 洋（信州大学総合健康安全センター長） 

   司会：佐渡充洋（慶應義塾大学保健管理センター教授） 

 1）メンタルヘルスにおけるマインドフルネスの活用について 

演者：朴 順禮（慶應義塾大学看護医療学部専任講師） 

 2）スマートフォン認知行動療法アプリ「レジトレ！®」による 

個別最適化治療 

演者：古川壽亮（京都大学成長戦略本部特定教授） 

 3）ワーク・エンゲイジメント：職場のメンタルヘルスの新たな

鍵概念 

演者：島津明人（慶應義塾大学総合政策学部教授） 

 

＜休 憩＞  15:00～15:20 

 

Ⅴ．シンポジウム２ 15:20～16:40 「学内の感染症対策」 

   司会：柳元伸太郎（東京大学保健・健康推進本部教授） 

   司会：西村知泰（慶應義塾大学保健管理センター副所長） 

 1）教職員・学生に対するワクチン集団接種後の獲得免疫とその

減衰に関する研究 

   演者：上蓑義典（慶應義塾大学医学部臨床検査医学教室講師） 

2）大学生 (若年者) の結核対策 

   演者：太田正樹（結核研究所対策支援部長） 

 

Ⅵ．総会  16:50～17:20 

 

《懇親会》 17:30～19:30 会場：三田キャンパス南校舎 4階 

                 ザ・カフェテリア 

＜9:00 受付開始＞  

Ⅶ．シンポジウム３ 9:30～11:30 

  「やせと肥満の諸問題」 

司会：山田裕子（北里大学健康管理センター副センター長） 

司会：井ノ口美香子（慶應義塾大学保健管理センター教授） 

 1）小児・思春期のやせと肥満 

演者：井ノ口美香子（慶應義塾大学保健管理センター教授） 

2）コロナ禍により増加した大学生のやせについて 

演者：岡崎玲子（福井大学保健管理センター講師） 

 3）スポーツ・身体活動と大学生・教職員の健康について 

演者：小熊祐子（慶應義塾大学スポーツ医学研究セン 

ター教授） 

 4）女性の低体重／低栄養症候群 （FUS: Female Underweight  

/Undernutrition Syndrome）について 

       演者：田村好史（順天堂大学大学院医学研究科スポーツ

医学・スポートロジー教授） 

＜昼 食＞    11:30～13:00 

 

Ⅷ．保健・看護分科会 シンポジウム 13:00～15:00 

 「日常生活に役立つ保健指導～看護職が行う場面での 

基礎知識と工夫～」 

司会：太田深秀（筑波大学保健管理センター所長） 

司会：黒瀬愛子 (東京科学大学保健管理センター保健師) 

 

1) 日常生活に役立つ食事法  

演者：安田純（東海大学健康学部 健康マネジメント 

学科講師） 

2) 普段運動しない学生でも出来る運動指導 

演者：曽我芳枝 （東京女子大学現代教養学部社会 

コミュニケーション学科教授） 

3) 保健看護職が健康診断当日に行う保健指導  

演者：生稲直美（千葉大学総合安全衛生管理機構看護師） 

4) 全体討議・ディスカッション 

 

Ⅸ．閉会式   15:00～15:15 

  次年度当番校ご挨拶：太田深秀（筑波大学保健管理センター所長） 

  閉会の辞：広瀬 寛（慶應義塾大学保健管理センター所長） 

 

図 3　2025年 関東甲信越地方部会プログラム
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の場を借りて再度深謝したい。
「金を残すは三流、仕事を残すは二流、人を

残すは一流。」プロ野球界の名監督・野村克也
さんの座右の銘として知られているが、日本の
政治家で医師でもあった後藤新平が倒れる日

（昭和 4 年） に残した言葉、「よく聞け、金を残
して死ぬ者は下だ。仕事を残して死ぬ者は中だ。
人を残して死ぬ者は上だ。」が由来だとされて
いる。「金銭や仕事の成果は一時的なものであ
り、最も重要なのは人とのつながりや人間関係
である。」と解釈されている。私の場合、代々
の所長から受け継いだ研究費や業務課題などを

残したが、よき人材もたくさん残したと考えて
いる（図 4 ）。

最後に
上記のごとく、業務や研究面などで様々な思

い出があるが、今後のセンターひいては慶應義
塾の行く先を、後輩の医師諸君や看護職・事務
職の皆さんに託して結語としたい。

謝辞
本稿の作成にあたり齊藤郁夫慶應義塾大学名

誉教授（担当編集者）から助言を得た。
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